
令和 3年度事業報告 

 

 質の高い福祉サービスの実現と職場環境の充実のため、2018 年度から 5 か年を計

画期間とする「中長期計画」の推進に法人一丸となって取り組んできました。令和 3 年

度は計画の 4か年目となり、引き続き、各種事業の推進に取り組みました。 

 

1 新型コロナウイルス感染症への対応 

新型コロナウイルスの感染拡大は、年度当初の 5～6月の第 4波、8～9月の第 5

波、１～3 月の第 6 波と続き、国の緊急事態宣言や愛知県のまん延防止等重点措

置が数次にわたり発出されました。 

この間、法人においても感染防止対策を徹底し、介護サービス事業や障害福祉

サービス事業及び保育事業の継続的な運営に努めましたが、法人内の特別養護老

人ホーム 3 事業所において集団感染が発生し、施設の職員が一丸となって感染の

収束に努めました。 

 

２ 中長期計画の推進 

(1) ICT化の推進 

    「春日苑」においては、入所者の高齢化が進み、夜間や緊急時の迅速な対応

が急務となってきたことから、見守り支援ロボット「眠りスキャン」88 台を配備しまし

た。 

    また、「さくら保育園」においては、保育ソフト「ルクミー」を導入し、登降園管理

や保育記録、連絡帳などの ICT 化による業務負担の軽減やセンサーを使用した

午睡チェックによる睡眠中の事故防止に努めました。 

(2) 人材の育成 

コロナ禍において、感染予防の観点から集合型研修の開催が困難となったこと

から、インターネットを活用した「動画研修」を導入し、基礎的な業務知識などの研

修が業務時間外においても繰り返し受講できる環境を整え、新人職員のレベルア

ップや指導職員の負担軽減に繋げました。 

(3) 人材の確保 

コロナ禍において、学生の現場実習や施設見学を制限せざるを得ない状況下

で、リモートによる施設案内や法人が取り組むＩＣＴ化やキャリア制度、給与水準、

子育て支援等をアピールするオンライン型の就職活動を進めました。 

また、奨学金貸付制度を活用した留学生への支援や職員宿舎借上げ制度によ

る遠隔地からの受入れ環境の整備などにより、専門学校卒の留学生 2名、遠隔地

高卒者 1 名を含め、令和 4 年度の新卒採用者は、24 名となりました。このうち、7

名は保育士で「さくら第 2保育園」の開園に備えました。 
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